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JAXAでは離陸からマッハ 5までの速度領域を飛行できる，極超音速予冷ターボジェットを搭載した極超音速旅

客機の研究が進められている 1)．実用化に向けて段階的に技術の確立が検討されており，極超音速巡航技術の確立

には極超音速巡航実験機 HyCruise が検討されている．HyCruise には初期検討形状が設けられており，巡航性能

評価を行ったところ，十分な試験時間が確保できていなかった．そのため，初期検討形状では試験時間を確保する

ため，L/Dの向上が必要である． 

極超音速で高い L/Dを持つ形状の一つとして，ウェーブライダが挙げられる．そこで，これまでウェーブライダ

を初期検討形状の主翼に適用したウェーブライダ翼機（図 1）において，L/D が向上する可能性を CFD より検討

してきた 2)．本実験では，ウェーブライダ翼機の空力特性およびシュリーレン法による流れ場の可視化（図 2）を

極超音速風洞実験より取得し，CFD 解析結果との比較を行った．また，新たに試験模型の製作方法および風洞設

備へ組み込む方法を試し、より精度の高い実験に向けた改良点を明らかにすることができた． 
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Fig. 1  HyCruise (waverider wing configuration) 

 

 

 

Fig. 2  Schlieren photograph of HyCruise 

(waverider wing configuration) 

 


